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デュアルコム分光法は繰り返し周波数の僅かに異なる２つの光周波数コムの光を干渉させ、ヘ

テロダイン信号周波数をラジオ周波数（RF）領域まで下方周波数変換させることで、電気計測に

よって光の周波数情報と位相情報を取得する手法である[1,2]。従来の光の振幅（強度）のみを測

定する分光計測手法とは異なり、クラマース・クローニヒ変換を行わなくても光の振幅と位相を

計測できるため、複素屈折率の新しい評価手法として注目を集めている[3]。デュアルコム分光装

置としては電気光学変調器を用いて光ビート周波数を安定化する方式があるが、安価な装置を作

る目的から、我々は電歪素子を用いた光ビート周波数安定化を試みている[4]。今回、我々は同装

置を用いたデュアルコム分光装置を実現したので報告する。 

光周波数コム光源としては繰り返し周波数 frep ~77 MHz、波長~1.56 mのモード同期エルビウ

ム（Er）ファイバーレーザーを 2台作製した。さらに、Erドープファイバー増幅器を用いて光の

増幅を行ってからスペクトルの広帯域化[5]を行い、キャリアエンベロップオフセット周波数 fceo

を検出した。2 つの光コムのコヒーレントな位相同期の手順は以下のとおりである。まず一方の

光周波数コムの frepと fceoを基準となる RF信号に位相同期した。次に、そのコムと CWレーザー

のビート信号周波数 fbeatを、CWレーザーの電流にフィードバックをかけることにより、RF信号

に位相同期した。さらにもう一方の光コムの fbeatと fceoを RF信号に位相同期した。後者の fbeatの

位相同期には電歪素子を用いた。特に、レーザー共振器に組み込んだ電歪素子の機械的な共振を

抑える工夫[6]をすることで fbeatの位相同期に成功した。以上の方法によって、2 台の光周波数コ

ムを互いに位相同期することでデュアルコム分光装置を実現した。講演では作製したデュアルコ

ム分光装置を用いた物性計測応用についてもあわせて報告する。 
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